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  桜の開花ももう間近、春本番の訪れを今か今かと心待ちにしている今日この頃です。 
 

  さて、地域ｺﾐｭﾆﾃｨという言葉を良く耳にしますが、地域の私たちが生活している場所で、生産や教育、衛生・ 
ｽﾎﾟｰﾂ・芸能・祭りなどに関わりながら、住民相互の交流が行われている地域社会を指します。しかしながら 
都市化・少子高齢化などの変化の中、地域における人との繋がりは希薄化する一方であり、社会の連帯感や 
一体感が薄れ、地域の苗床的な働きがますます低下してきていると言われています。 
 

  このような状況下、公民館だよりでもお知らせしてきましたが、公民館制度や運営の有り様が大きく変わり 
当公民館にとっても大きな変革を迎えた1年でした。 従来、登米市教育委員会などが主導で行ってきた公民 
館の管理や運営・行事などの開催は、昨年度より指定管理者制度のもと豊里ｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会が採用した公 
民館館長をはじめ4名の職員が主体となって公民館の管理や運営にあたってきました。 
 

  この変革期を迎え、地域の特性や地域の課題解決に主体的に取り組む『参画型』の 事業展開は公民館活動の 
大きな役割の一つです。  そして、このことが地域社会の連帯感や一体感を生み地域の苗床的な働きとなり、 
地域力が高まるものであり、今後継続して取り組まなければならない大きな課題であると考えます。 又、皆 
さん方のﾆｰｽﾞに対応した生涯各期における学習機会や場の提供なども大切な役割の一つであります。従いま 
して、今年度の課題を踏まえ、取り組んで参りたいと思います。 いずれの事業展開に於いても、これからの 
活動の主役は参加する皆さん方一人一人です。そしてそのことが『おらほ・おらだづの公民館』と親しまれ 
る公民館づくりに繋がるものと考えます。 
 

  制度という器が変わっても、器を満たす酒の味が変わらなければ意味がありません。 私ども協議会役員と 
しても、今までの公民館の在り方への意識・考え方の殻を破り、今年度の課題を踏まえ『温故創新』より良 
い公民館の運営に努力して参ります。よろしくご支援ご協力をお願いいたします。 

  陽春の候  皆様方には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 
 

  先月の３月16日に開催した『豊里がんばる祭』には、多くの方にご出演ご来場して頂きありがとうござい
ました。歌や踊り、ﾀﾞﾝｽ等々の催しに楽しいひとときを過ごしていただけたことと思います。又、ｶﾚｰﾗｲｽを
作って頂いた調理ｽﾀｯﾌの皆さん、大変おいしい昼食をありがとうございました。 
 

  豊里ｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会も発足して早1年が経過しました。この間、地域の多くの皆様方に支えられ、公民館
運営に素人の私どもが無事に事業を遂行できたことに深く感謝申し上げます。この1年間を振り返ってみま
すと、いろいろと課題もありました。その課題を一つ一つ検証するためにも、これまで以上に当協議会の役
員・公民館・各部会の部員との相互の意思の疎通を図り、地域の皆さんが利用しやすく活動しやすい環境を
整えたいと思っています。 
 

  今年からは、昨年度より公民館主体の事業が多くなることが予想されます。従いまして、各部会の部員の
皆さんにもそのつど会議に出席をお願いし、事業ごとに打合せ会を行い、地域の多くの皆さんが気軽に参加
していただくような仕組み作りが必要と痛感しています。又、当協議会の組織について説明不足なところが
あろうかと思いますので、機会を捉えてご説明し、ご理解を頂き、豊里地域としてのｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会を確
立していきたいと考えております。今後もこれまで以上のご支援とご協力をお願い申し上げます。 

豊里ｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会 副会長 阿部  洋 一 

豊里ｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会 副会長 佐々木  豊 
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  公民館内でのゲーム機・カード等の紛失トラブルが多発して 

います。楽しく公民館を利用する為にもゲーム機持ち込みは極 

力ご遠慮願います。 

 
   公民館を利用する時は、ルールを守って楽しく遊びましょう！ 

[午前] ９時～11時30分 
[午後]  1時～  ４時30分 

利用できる時間 

 
 『豊里がんばる祭』も盛況に終わることができました。
これも皆様のご尽力のお蔭と感謝致しております。あり
がとうございました。出演して頂いた皆さんの多芸多才
に感服するとともに、己の無芸さに情けなさを痛感して
いる今日この頃です。指定管理としての公民 
館事業も今月から２年目に突入します。今年 
度は豊里らしい独自事業も企画していきたい 
と思っています。 

 

387人の豊里地区市民が参加！ 

開会の挨拶 
後藤 実行委員長 

祝  辞 
布施 市長 

演芸会場 / たくさんの方に来て頂きました 

登米市観光PRｷｬﾗｸﾀｰ 『はっとン』 

『風神鼓流』 / 豊里風太鼓の皆さん 

『波止場気質』 
佐々木清美さん 

『さよならはﾀﾞﾝｽの後で』 
西條フミコさん 

  平成25年度地域特性事業『豊里がんばる祭』が平成26年3月16日（日） 
登米市豊里公民館で開催されました。『豊里がんばる祭』は、実行委員会 
を組織し事業の取り組みはすべて手作りで行いました。演芸会場では地元 
の皆さまによる創作太鼓、踊りやカラオケ等を披露して頂きました。特に、 
豊里小中学校9年生有志によるショートコントは、会場から大きな笑いと 
拍手がありました。また昼食会場では、カレーライスが振舞われました。 
今回は、登米市観光PRキャラクター『はっとン』がゲスト出演し、昼食時 
を盛り上げてくれました。お楽しみ大抽選会では、長根の千葉まさ子さんが 
見事1等賞を引き当てました。皆さんからは『楽しかった』『とても良かっ 
た』等々、たくさんの声が寄せられました。 

『ｼｮｰﾄｺﾝﾄ』豊里小中学校9年生有志 『よさこい/ﾖｯｼｬ来い』舞☆たうん 

『長生き音頭』千葉久美子さん他 


